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1は じめ に

生石農場の植林は,杉 を中心として昭和35年 よ

り開鉾され・逐次補植および植林面積の拡大を図 り

現在に至っている.そ の間,下 草刈 り,枝 打ち等の

管理を行なってきたが,植 林当初よりの自然枯死,

風雪害等による変動の為,現 在の立木数と密度等の

実態は正確に把握できない状態になっている.著 者

らは,こ のような造林地の現状を調査し,植 林以来

長期に亘る成長過程を推定 し,将 来の生産性の算定

基礎を得ることを試みた.調 査の結果は,生 石農場

の現状の把握に留まらず,将 来における展望を吟味

する上で重要である.調 査は時間と労力の関係から

標本抽出による統計的方法を用いた.

皿 植林状態および調査場所

当初の植林密度(昭 和35年)は,3.3m2当 り約

1,2～1.5本 で非常に疎であった.こ のような状態

では,下 草の繁茂が著 る しく,下 草刈 りに長期間を

要す るため,経 済的な面か ら考 えて,密 植の方が有

利であろうと判断 された.そ こで,3年 畿の昭和38

年 よ り数年 に亘 って補植 を行ない,密 度 を高めるこ

とにつ とめた.従 って,現 在の立木の年輪は一定せ

ず,数 年の相違が ある.覇

本植林地 は,標 高約650m～780m,和 歌 山県

有田郡清水町楠本,大 峰山の南西斜面のおよそ12

ヘ クタールの土地 であ る.そ の林分はFig.1に 示 す

通 り,大 別 して4カ 所 に区分 され る.第1地 区は,

Fig. 1.  Outline of 013h i Experiment Farm.
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湧水林 とすることを第1の 目的 として,昭 和40年

よ り2力 年に亘 り樋林 した(写 真1).第2地 区は,

当農場開設以前よ りの造林地で,約25年 を経過 し

てお り,立 木数約1,000鶴 写真2に 示す とお り良

好`こ成長 した林 分である.第3地 区は,農 場専用道

路の山頂寄 りに位置し,小 面績であるが第4地 区 と

同時に植林 されている.当 地区は現在,林 間利用の

一環 として昭和52年 度 よ りオウレンを栽培中であ

る.第4地 区は,最 も大 きな面積を有 し,西 方に面

して谷および陵線が 入 り組み地形の変化に富んでい

る(写 真3).今 回 の調査 は,第4地 区に於て行な

った.
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置 調 査 の方 法

調査は,下 記のダイヤグラムに従って行なった.

① 第4地 区全面積の測量

② 方形区画の1乍成

③ 乱数表による調査区画の選定

④ 調査区画の測量(20m×20m)

⑤ 調査区画内の短木調査

⑥ 統計処理

⑦ 第4地 区の立木数の算出

(1)第4地 区の測量

第4地 区全面積の測量および図面の作成は,農 学

部農学科農業土木研究室 に依頼 した.結 果はFig.2

に示 す.

② 方形区画の作成

測量図面 を基本 とし,第4地 区の杉 ・桧混植地 を

除 く部分をFig.2の 如 く,一 区画20m四 方 の方形

枠に区分 し,そ れぞれに番号を付 した.

③ 調査区画の選定

Fig.2か ら調査区画を,乱 数表を用 いて選定 した.

ω 調査区画の測量

Fig.2に よ る測量点(P)を 基 として,(3)に よ って

選定 された調査区画 を,林 分中に精密に設定 した.

⑤ 立木調査
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調査区画内の立木調査は,樹 高,胸 高直径,等 級

区分および本数を対象として,毎 木測定した.樹 高

測定にはWEISE測 高器,胸 高直径は輪尺を使用し

た.
-1

⑥ 調査期間

調査は,昭 和52年7月 から昭和52年10月 ま

での4カ 月間に実施した.
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W調 査結果および考察

調査結果は,肱 皿e1お よ びFig.1～Fig.12の

通 りである,第4地 区は,約85,000㎡ の広 い面積

を有 し,地 形が変化 に富んでい るため,各 部分にお

ける成育状態 は一様ではない.従 って調査地の選定

を客観的 に行 なう必要があるため,全 面積を多数の方

形枠で覆い,そ の中か ら10区 画(プ ロット)を 乱数

表 を用いて抽出 した.ま た,当 地区の一部分 には杉

の他,桧 も植林 されてい るため,全 体の調査 に当 っ

ての影響 が大 きい と考 えられ る,従 って杉 ・桧混植

地 を除外 した(Fig.2の 北 側部分).

調 査の結果,第4地 区全林 の杉 の 推 定 本数は,

16,283士3,420本 で あった.ま た,本 地区の平

均胸高径は12.51cm,平 均 樹高は7.15m,材 積 は

682.29±197.70貯 で あった.し かし,本 数,

良 材率,樹 高,胸 高径,材 積は,区 画間で顕著なバ

ラツキを見せ,そ の変動率 はそれぞれ30%,33

%,27%,23%,42%と なった.こ れらの原因

は,立 木間の樹齢差と各区画間の地理的,環 境的条

件差によるものと思われる.し かし,樹 齢による成

育の差は,比 較的小さいものと思われる.ま た,区

画間の本数および材積におけるバラツキは,環 境の

違いによる成長差の他,補 植を疎植程度が目に付 く

場所より逐次行なっていった為に生 じた結果とも思

われる.地 形的条件には,方 角,傾 斜角度,日 照時

間,風 向,風 力,湿 度,湧 水など多 くの要素が考え

られるが,特 に風向,風 力が良材率と深い関係があ

ると推測 される.

林分全体の現況をより正確に把握するには,さ ら

に,調 査区画数を多 くする必要がある.従 って,今

後ひき続 き調査を行ない,立 木調査に留まらず,生

長率の調査 も行なって行く予定である.
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Table 1.
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要 約

第4地 区84,795耐 の うち,杉 ・桧の混植地8.795

㎡ を除 く地域の杉林状態把握のため,樹 木調査を行

なった結果,次 の通 りであった.

U,本 地 区の全林推定本数 は,16,283士3,420

本 で あった.

② 本地区の平均胸高径は,12.51cロ,平 均樹高

は,7.15m,材 積 は,682.29士197.70耐 で

あった.

当調査に当り御協力を賜わった農学科高橋一郎教

授,高 松善博助手,農 業土木専攻生,農 場職員の諸

兄ならびに御校閲を賜わった農学科竹内史郎教授に

対し,厚 く感謝の意を表する.
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